
　

本
年
４
月
２
日
の
総
会
で
会
長
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
、
野
口
で
す
。
京
都
桂
病
院

の
院
長
と
し
て
、
京
都
府
病
院
協
会
の
会

務
担
当
理
事
に
加
え
て
い
た
だ
い
て
10
年

目
を
迎
え
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
・
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
、宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

京
都
府
病
院
協
会
は
昭
和
26
年
４
月
26

日
、
京
都
病
院
長
会
と
し
て
発
足
し
て
い

ま
す
。
昭
和
39
年
に
京
都
私
立
病
院
協
会

が
分
離
独
立
し
た
後
、
昭
和
41
年
６
月
１

日
に
京
都
府
病
院
協
会
と
名
称
を
改
め
て

今
日
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。
本
会
の
目
的

は
「
病
院
の
医
療
施
設
の
改
善
と
医
療
内

容
の
向
上
を
は
か
り
、
か
つ
病
院
相
互
の

連
絡
を
密
に
す
る
こ
と
」
で
、
京
都
府
内

の
官
公
立
私
立
の
病
院
の
代
表
で
組
織
さ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
会
員
病
院
数
は
58

病
院
で
す
。
設
立
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
の
大
切
な
事
業
と
し
て
、
毎
年
病
院
長

研
修
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
先
進
的
な

取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
病
院
を
見
学
し
、

病
院
幹
部
か
ら
そ
の
理
念
を
直
接
伺
う
事

が
で
き
る
非
常
に
貴
重
な
機
会
で
す
。
し

か
も
、
こ
の
研
修
会
は
一
泊
二
日
で
行
わ

れ
ま
す
の
で
、
参
加
し
て
い
る
病
院
長
達

が
現
在
の
医
療
体
制
の
問
題
点
や
い
か
に

改
善
す
べ
き
か
の
理
想
に
つ
い
て
、
夜
遅

く
ま
で
語
り
合
え
る
の
も
魅
力
の
一
つ
で

す
。
現
地
の
美
食
を
味
わ
う
こ
と
も
で
き

ま
す
。
昨
年
は
改
装
な
っ
た
と
こ
ろ
の
伊

勢
赤
十
字
病
院
の
見
学
に
伺
い
ま
し
た
。

今
年
は
松
本
の
相
澤
病
院
に
伺
う
予
定
で

す
。
稼
働
し
た
ば
か
り
の
陽
子
線
治
療
セ

ン
タ
ー
も
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。
是
非
と
も
多
く
の
院
長

先
生
に
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
総
会
で
お
認
め
い
た
だ
き

ま
し
た
よ
う
に
、
京
都
府
病
院
協
会
の
法

人
化
に
む
け
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

京
都
府
病
院
協
会
の
会
員
病
院
は
地
域
の

住
民
に
安
心
・
安
全
で
信
頼
に
た
る
質
の

高
い
医
療
を
提
供
し
、
行
政
か
ら
も
厚
い

信
頼
を
得
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
会
員

58
病
院
中
、
５
０
０
床
以
上
が
７
病
院
、

２
０
０
床
〜
５
０
０
床
未
満
が
18
病
院
と

規
模
の
大
き
い
病
院
の
占
め
る
比
率
が
比

較
的
高
い
団
体
で
あ
る
こ
と
と
、
提
供
し

て
い
る
医
療
が
急
性
期
中
心
で
あ
る
こ
と

の
た
め
、
行
政
も
京
都
府
病
院
協
会
を
通

し
て
で
は
な
く
各
病
院
に
直
接
対
応
を
依

頼
し
て
問
題
の
解
決
を
図
っ
て
い
る
の
が

実
情
で
す
。
今
般
注
目
を
集
め
て
い
る
中

国
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ（
Ｈ
７
Ｎ
９
）

が
万
一
日
本
国
内
で
流
行
し
だ
し
た
と
し

て
も
、
そ
の
対
応
は
今
ま
で
通
り
、
京
都

府
病
院
協
会
加
盟
の
各
病
院
に
個
別
に
依

頼
さ
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
当
然
、
各

病
院
で
の
対
応
も
非
常
に
大
切
で
す
が
、

京
都
府
病
院
協
会
と
し
て
統
一
感
の
あ
る

対
応
を
と
る
こ
と
も
考
え
て
よ
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
行
政
や
他
の
医
療

団
体
に
組
織
と
し
て
意
見
を
発
信
す
る
た

め
に
も
、
法
人
格
を
取
得
し
足
場
を
固
め

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
近
畿

に
お
け
る
病
院
団
体
で
法
人
格
を
持
っ
て

い
な
い
の
は
、
兵
庫
県
病
院
協
会
と
京
都

府
病
院
協
会
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。
法
人

化
の
実
現
に
は
種
々
の
障
害
も
あ
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
。
会
員
病
院
の
先
生
方
の
御

協
力
を
得
ま
し
て
、
何
と
か
実
現
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
何
卒
、
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

京
都
私
立
病
院
協
会
と
交
互
に
担
当
し

て
い
る
京
都
病
院
学
会
も
今
年
度
は
京
都

府
病
院
協
会
が
担
当
で
す
。
た
ま
た
ま
学

会
長
を
私
が
担
当
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

の
要
望
演
題
は「
災
害
へ
の
対
応
」で
す
。
６

月
９
日（
日
）に
池
坊
短
期
大
学
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
今
年
度
も
盛
会
に
行
わ
れ
ま
す

よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

京
都
私
立
病
院
協
会
と
も
緊
密
な
連
携

を
取
り
な
が
ら
、
京
都
府
民
に
安
心
・
安

全
で
信
頼
に
足
る
医
療
を
提
供
し
続
け
ら

れ
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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新
役
員
の
紹
介

野
　
口
　
雅
　
滋

（
京
都
桂
病
院
）

会
　
　
長

（
任
期
：
２
０
１
３
年
４
月
２
日
〜
２
０
１
５
年
３
月
31
日
）

依
　
田
　
建
　
吾

（
京
都
第
一
赤
十
字
病
院
）

副
　

会
　

長

三
　
木
　
真
　
司

（
三
菱
京
都
病
院
）

香
　
川
　
惠
　
造

（
福
知
山
市
民
病
院
）

梶
　
田
　
芳
　
弘

（
公
立
南
丹
病
院
）

会
務
担
当

理
　
　
事

北
　
　
　
堅
　
吉

（
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
病
院
）

日
下
部
　
虎
　
夫

（
京
都
第
二
赤
十
字
病
院
）

杉
　
山
　
　
　
博

（
国
立
病
院
機
構
宇
多
野
病
院
）

内
　
藤
　
和
　
世

（
京
都
市
立
病
院
機
構
京
都
市
立
病
院
）

中
　
嶋
　
俊
　
彰

（
済
生
会
京
都
府
病
院
）

中
　
村
　
孝
　
志

（
国
立
病
院
機
構
京
都
医
療
セ
ン
タ
ー
）

能
　
見
　
伸
八
郎

（
社
会
保
険
京
都
病
院
）

宮
野
前
　
　
　
健

（
国
立
病
院
機
構
南
京
都
病
院
）

山
　
下
　
俊
　
幸

（
府
立
洛
南
病
院
）

三
　
嶋
　
理
　
晃

（
京
都
大
学
医
学
部
附
属
病
院
）

理
　
　
事

福
　
居
　
顯
　
二

（
京
都
府
立
医
科
大
学
附
属
病
院
）

中
　
島
　
徳
　
郎

（
済
生
会
京
都
府
病
院
）

監
　
　
事

齋
　
藤
　
信
　
雄

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
京
都
病
院
）
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当
日
、
承
認
さ
れ
た
議
案
は
以
下
の

５
議
案
。

第
１
号
議
案
：
平
成
24
年
度
京
都
府

病
院
協
会
会
務
報
告

に
関
し
承
認
を
求
め

る
件

第
２
号
議
案
：
平
成
24
年
度
京
都
府

病
院
協
会
歳
入
歳
出

決
算
に
関
し
承
認
を

求
め
る
件

第
３
号
議
案
：
京
都
府
病
院
協
会
役

員
の
選
出
に
関
し
承

認
を
求
め
る
件

第
４
号
議
案
：
平
成
25
年
度
京
都
府

病
院
協
会
事
業
計
画

に
関
し
承
認
を
求
め

る
件

第
５
号
議
案
：
平
成
25
年
度
京
都
府

病
院
協
会
歳
入
歳
出

予
算
に
関
し
承
認
を

求
め
る
件

　

な
お
、
第
２
号
議
案
の
平
成
24
年
度

決
算
に
つ
い
て
は
、
監
事
の
齋
藤
信
雄

氏
よ
り
監
査
報
告
が
行
わ
れ
、「
適
正

な
も
の
と
認
め
る
」
と
の
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
25
年
度
の
会

費
に
つ
い
て
は
、
前
年
同
額
の
１
施
設

３
０
，０
０
０
円
を
徴
収
す
る
こ
と
も
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

再
任
）、三
木
真
司
氏（
三
菱
京
都
病
院
、

新
任
）
が
就
任
し
た
他
、
理
事
13
名
、

監
事
２
名
の
計
18
名
の
新
役
員
の
選
出

に
つ
い
て
も
、
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
任
期
は
平
成
27
年
３
月
末
日

ま
で
の
２
年
間
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

新
役
員
の
顔
ぶ
れ
は
１
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

　

今
期
、
新
任
役
員
と
し
て
選
出
さ
れ

た
の
は
、
北　

堅
吉
先
生
（
日
本
バ
プ

テ
ス
ト
病
院
）、
杉
山　

博
先
生
（
国

立
病
院
機
構
宇
多
野
病
院
）
の
２
名
、

さ
ら
に
、
退
任
さ
れ
る
役
員
は
、
小
西

哲
郎
先
生
、
福
井　

潔
先
生
の
２
名
の

先
生
方
で
す
。

■
　

法
人
化
を
視
野
に
検
討
を
開
始

　

次
期
会
長
に
選
出
さ
れ
た
野
口
雅
滋

新
会
長
か
ら
平
成
25
年
度
の
事
業
計
画

（
案
）に
つ
い
て
説
明
、
可
決
多
数
で
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
野
口
新
会
長
は

基
本
方
針
と
し
て
、
京
都
府
病
院
協
会

の
法
人
化
に
つ
い
て
言
及
。
地
域
に
即

し
た
医
療
提
供
体
制
が
求
め
ら
れ
る

中
、
今
後
、
京
都
府
民
へ
の
安
全
・
安

心
で
信
頼
に
足
る
医
療
を
提
供
し
て
い

く
た
め
に
も
、
本
協
会
と
し
て
責
任
あ

る
組
織
へ
と
脱
皮
を
図
る
べ
き
で
は
な

い
か
と
指
摘
し
ま
し
た
。そ
の
う
え
で
、

拙
速
な
対
応
は
避
け
つ
つ
も
、
今
年
度

中
に
一
般
社
団
法
人
化
に
向
け
た
準
備

に
取
り
か
か
り
た
い
と
述
べ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
の
定
時
総
会
を
、
４
月

２
日（
火
）、
ホ
テ
ル
日
航
プ
リ
ン
セ
ス

京
都
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

会
員
病
院
よ
り
32
名
が
参
加（
委
任
状
：

19
名
）。
平
成
24
年
度
の
会
務
報
告
・

決
算
な
ら
び
に
平
成
25
年
度
の
事
業
計

画
・
予
算
の
ほ
か
、
新
役
員
の
選
出
に

関
す
る
議
案
が
上
程
さ
れ
、
賛
成
多
数

で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
開
催
し
た
懇
親
会
で

は
、
阿
部
光
幸
顧
問
の
乾
杯
の
ご
発
声

に
よ
り
開
宴
し
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
で
進
み
、
盛
会
裏
に
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

総
会
の
冒
頭
、
梶
田
前
会
長
が
挨
拶

に
立
ち
、
在
任
期
間
中
の
会
務
運
営
へ

の
協
力
に
対
し
謝
辞
を
述
べ
る
と
と
も

に
、
次
期
執
行
部
に
対
し
て
も
変
わ
ら

ぬ
支
援
を
求
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
議

事
に
移
り
、
梶
田
前
会
長
を
議
長
に
選

出
し
、
平
成
24
年
度
の
会
務
報
告
な
ら

び
に
決
算
を
上
程
、
賛
成
多
数
で
可
決

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
　

野
口
雅
滋
新
会
長
他
、
新
任
理
事

２
名
を
加
え
た
新
執
行
部
を
選
出

　

第
３
号
議
案
で
は
新
役
員
の
選
出
に

関
す
る
件
が
上
程
さ
れ
、
次
期
会
長
に

野
口
雅
滋
氏
（
京
都
桂
病
院
）
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
副
会
長
に
は

依
田
建
吾
氏（
京
都
第
一
赤
十
字
病
院
、

次
期
会
長
に
野
口
雅
滋
氏
（
京
都
桂
病
院
）
を
選
出

平
成
25
年
度
定
時
総
会 

開
催

次
期
会
長
に
野
口
雅
滋
氏
（
京
都
桂
病
院
）
を
選
出

平
成
25
年
度
定
時
総
会 

開
催

平成25年度の会費については、去る4月2日（火）に開
催されました「平成25年度定時総会」におきまして、
以下のとおり承認されましたので、お知らせいたしま
す。近日中に、会員病院宛にご請求させていただきま
すので、ご了承のほどよろしくお願い申し上げます。

1会務担当理事会及び総会
1 ）本会会務の中核として、毎月１回・第一火曜日を定期開催日とし、
会員病院の状況、要望を踏まえ、本会業務の推進を図ります。

2）総会は４月第一火曜日に開催し、前年度事業報告並びに会計決
算について審議し、承認を得るとともに、当該年度の役員の選任、
事業計画及び会計予算案、その他について審議し、承認を得ます。

2今年度事業計画
1 ）新春懇親会を１月の早い時期に開催し、会員とともに、行政、
関係諸団体の長等を招いて、相互の親睦と連携の強化を図ります。

2）行政ならびに医療関係団体との連携を強化します。
①　医療制度改革に向けた対応の共同の取り組み
②　休日、急病、救急医療体制への協力と対策
③　公私の垣根のない病病連携、病診連携の強化と充実
④　病院医療のあり方についての意思疎通と共同事業の展開
⑤　医療に関する地域住民への啓発活動への参加
⑥　京都病院学会、京都医学会への積極的取り組みと協力

3）近畿病院団体連合会、日本病院会及び全国公私立病院連盟など
の活動へ参加します。

4）関係団体への各種委員会、協議会、審議会等への委員の派遣及び
関係諸団体との協力、連携を強化します。

5）各種研修会の開催並びに共催の実施
6）病院長研修会の実施
7）病院職員の資質向上のための諸施策の立案、実施
8）看護師等医療従事者の確保対策事業の推進

9）京都府民の医療の充実のための医療提供体制の確立
10）第48回京都病院学会の開催

6月 9日（日）に池坊短期大学において開催します。
本年は京都府病院協会が主務であり、本会会長の野口
雅滋先生が学会長です。

11）一般社団法人化へ向けた準備を進めます。
12）京都府病院協会ニュースを発行し、会員病院間の意思
疎通を図ります。

13）メーリングリストの活用により、迅速な病院長間の情
報共有・意見交換に努めます。

14）府病協ホームページの内容の充実、活用により、会員
及び関係団体に対して情報提供に努めます。

　　【URL http://www.fubyokyo.kyoto.med.or.jp】

平成25年度 会費30,000円

平成25年度 会費について平成25年度 京都府病院協会事業計画
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「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
医
療
」
に
つ
い
て

　

京
都
私
立
病
院
協
会
よ
り
提
案
。
増

え
続
け
る
医
療
費
に
対
し
、
持
続
可
能

な
医
療
・
介
護
提
供
体
制
の
実
現
に
向

け
て
検
討
す
べ
き
時
期
に
き
て
い
る
。

交
渉
参
加
に
あ
た
っ
て
は
、①
国
民
皆

保
険
制
度
の
堅
持
②
混
合
診
療
の
全
面

解
禁
禁
止
が
絶
対
条
件
と
し
、
医
療
界

か
ら
も
今
後
の
医
療
に
お
け
る
効
率

化
、
重
点
化
の
観
点
か
ら
の
提
案
も
必

要
で
は
な
い
か
、
と
の
指
摘
が
あ
り
ま

し
た
。
各
府
県
か
ら
は
、「
概
ね
賛
同
」

と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
後

の
交
渉
に
未
確
定
な
部
分
が
多
い
こ
と

等
か
ら
、
現
段
階
で
は
近
病
連
と
し
て

は
統
一
見
解
は
示
さ
ず
、
今
後
の
状
況

を
見
な
が
ら
対
応
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

入
院
基
本
料
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

京
都
私
立
病
院
協
会
よ
り
提
案
。
現

行
の
入
院
基
本
料
は
「
看
護
配
置
基
準

あ
り
き
」
の
点
数
設
定
と
な
っ
て
い
る

と
指
摘
し
、
中
医
協
で
も
診
療
側
委
員

が
見
直
し
を
求
め
て
い
る
が
、
近
病
連

と
し
て
も
、
中
医
協
の
診
療
側
委
員
を

後
押
し
す
る
と
い
う
意
味
で
も
、ま
た
、

次
期
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
て
早
め
に

動
き
出
す
と
い
う
意
味
で
も
、
見
直
し

を
強
く
求
め
る
立
場
を
表
明
し
て
お
く

べ
き
で
は
な
い
か
、
と
の
提
案
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
各
府
県
か
ら
は
チ
ー
ム
医

療
と
い
う
観
点
か
ら
も
看
護
職
員
数
の

み
で
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
批
判
の

声
が
相
次
ぎ
、今
回
の
提
案
に
対
し「
賛

成
」
の
声
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。
去

る
２
月
７
日
に
日
本
病
院
団
体
協
議
会

な
ど
、
12
名
の
連
名
で
厚
労
省
宛
に
提

出
さ
れ
た
「
要
望
書
」
の
内
容
を
も
と

に
、
近
病
連
と
し
て
も
要
望
書
を
出
す

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
近
病
連

の
要
望
書
は
別
掲
の
と
り
で
す
。

基
調
講
演　

「
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
見
据
え
た
相
澤

病
院
の
経
営
戦
略
」

　

社
会
医
療
法
人
財
団
慈
泉
会
相
澤
病
院

　

理
事
長 

相
澤
孝
夫 

氏

　

基
調
講
演
で
は
、慈
泉
会
相
澤
病
院
：

理
事
長
の
相
澤
孝
夫
先
生
よ
り
、「
こ

れ
か
ら
の
時
代
を
見
据
え
た
相
澤
病
院

の
経
営
戦
略
」
と
題
し
て
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。
相
澤
先
生
は
講
演
の
中
で
、

地
域
に
お
け
る
医
療
・
介
護
の
充
実
に

向
け
た
経
営
戦
略
を
推
し
進
め
る
中
で

地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
や
マ

ン
パ
ワ
ー
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
き
た

と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
院
内
ブ

レ
ー
ン
と
し
て
の
経
営
戦
略
室
の
設
置

や
最
新
医
療
機
器
の
導
入
に
よ
る
高
度

医
療
へ
の
取
り
組
み
は
必
見
で
、
現
在

で
は
、
地
域
の
が
ん
放
射
線
治
療
の
中

核
病
院
と
し
て
、
が
ん
治
療
の
最
前
線

と
も
い
わ
れ
る
陽
子
線
治
療
施
設
を
建

設
中
で
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

　

平
成
24
年
度
の
近
畿
病
院
団
体
連
合

会
（
以
下
近
病
連
）
の
第
２
回
委
員
会

が
、
３
月
19
日
（
火
）、
大
阪
新
阪
急

ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
大
阪
府
私
立
病
院

協
会
の
主
管
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
京

都
府
病
院
協
会
か
ら
は
、
野
口
、
依
田

両
副
会
長
と
事
務
局
が
出
席
し
ま
し

た
。
委
員
会
当
日
は
協
議
事
項
３
題
、

報
告
・
情
報
提
供
４
題
に
つ
い
て
議
論

さ
れ
た
他
、
基
調
講
演
で
は
、
相
澤
病

院
（
長
野
県
松
本
市
）
の
理
事
長
、
相

澤
孝
夫
氏
よ
り
、「
こ
れ
か
ら
の
時
代

を
見
据
え
た
相
澤
病
院
の
経
営
戦
略
」

と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
医
療
」「
入
院
基
本
料
の
見
直
し
」
等

に
つ
い
て
意
見
交
換

平
成
24
年
度
近
畿
病
院
団
体
連
合
会　

第
２
回
委
員
会
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京都病院学会のご案内京都病院学会のご案内第48回第48回
　今年も6月9日（日）、池坊短期大学にて第48回京都病院学会が
開催されます。今回の学会は京都府病院協会の野口雅滋会長が
学会長を努めます。開催概要は以下のとおりとなっております
ので、多数のご参加をお待ちしております。

　毎年恒例の「病院長研修」ですが、今年度は長野県松本市にある、社会医療法人財団慈泉会 相澤病院を見学します。
相澤病院は、地域における中核病院として積極的に取り組まれており、地域医療連携等について意見交換をさせて
いただくとともに、2013年秋にオープンする先進がん治療のひとつ「陽子線治療センター」を見学させていただき
ます。会員病院の先生方におかれましては、是非、ご参加をいただきますようご案内いたします。

【京都病院学会事務局 連絡先】
〒600-8411
京都市下京区烏丸通四条下ル水銀屋町620番地
COCON烏丸 8階（京都私立病院協会内）
TEL：075－354－8838
FAX：075－354－8802
MAIL：gakkai@khosp.or.jp

池坊短期大学

京都駅

烏丸

26番
出口

華道家元 池坊

至河原町

至大津至大阪

至梅田

七条通

四条通

五条通

六角通

至奈良至西大時

至名古屋至新大阪 東海道新幹線

JR琵琶湖線JR京都線

JR奈良線近鉄京都線

四
条

五
条

新
町
通

室
町
通

烏
丸
通

至
国
際
会
館

N

と　き　平成25年6月9日（日）　午前9時～午後5時
ところ　池坊短期大学（京都市下京区四条室町鶏鉾町）　
参加費　3,000 円／人（演者・医療関係者）
　　　　1,000 円／人（一般参加者・学生）

◆一般演題
医師、薬剤、看護、介護地域連携、放射線、臨床検査、
臨床工学、リハビリテーション、栄養管理、事務

◆基調講演

福田幾夫氏
（弘前大学大学院医学研究科胸部心臓血管外科教授）

「災害に強い病院を作る
　～東日本大震災の経験から～」 

◆特別講演

玉木正之氏
（スポーツ＆音楽評論家）

「スポーツとは何か？
　～民主主義からしか生まれない　反暴力の文化～」

病院長研修のご案内

◆要望演題

『災害への対応』

平成25年度は社会医療法人財団 慈泉会相澤病院を見学

見学日時：平成25年11月1日㈮～2日㈯
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